
資料２ 

京都市における不登校特例校（京都市立洛風中学校）の取組等について 

 

１ 不登校特例校創設までの主な取組 

●昭和２７年：教育研究所にて教育相談を開始 

●昭和３７年：生徒福祉課を設置 

●昭和３８年：「京都市カウンセリングセンター」に組織改編 

●平 成 元 年：「山のおじさん事業」を開始（不登校の子どもたちを対象に，自然の中で 

宿泊を伴うキャンプ生活を実施） 

●平 成 ４ 年：「適応指導教室 ふれあい教室（後のふれあいの杜）」を開設 

●平 成 ７ 年：「スクールカウンセラー」の配置を開始 

●平成１２年：学生ボランティア「ふれあいアシスタント」（ふれあいの杜通級児童生徒の

支援）の派遣を開始 

●平成１３年：学生ボランティア「学びのパートナー」（別室登校児童生徒の支援）の派遣

を開始 

●平成１５年：教育委員会で取り組んできた「心の居場所づくり推進事業」の新たな展開

として，生徒指導，カウンセリング，ふれあいの杜を一体化した全国初の

専門機関「京都市教育相談総合センター（こども相談センターパトナ）」を

開設 

このような取組を続けていく中， 

・不登校生徒数の推移（横ばいの状態） 

・不登校傾向の子どもたちがどのように社会とつながっていくか 

＝進路問題（将来の社会的自立） 

などが課題となり，不登校生徒の新たな選択肢・学びと社会とのつながり

の場の創造に向け，新たな中学校の設置に向けた検討を本格的に開始した。 

 

２ 不登校特例校の創設 

●新たな中学校の設置を検討するにあたり，当時の法律や学習指導要領の枠を超えての 

学校づくりが必要不可欠であり，また，教員定数も確保できることから「構造改革特区

制度」を活用して具体的な検討を進めた。 

●平成１５年１０月に「不登校児童生徒対象学校設置に係る教育課程弾力化事業」を活用

した「京都市不登校生徒学習支援特区」の認定申請をし，同年１１月に認定された。 

●平成１６年１月「不登校生徒学習支援特区中学校開設準備室」設置 

 ・新しい教育課程や学習内容の編成 

 ・スクールカウンセラー・学生ボランティアを中心とした教育相談や支援体制の確立 

 ・転入学方法の検討 

 ・説明会の開催 等 

●平成１６年１０月「京都市立洛風中学校」開校 

●平成１９年４月「京都市立洛友中学校」開校（不登校特例校と夜間中学を併設） 

（参考）洛風中学校と洛友中学校の概要 

洛風中学校 学校名 洛友中学校 

京都市中京区姉小路通東洞院東入

曇華院前町７０６－３ 

所在地 京都市下京区大宮通綾小路下る 

綾大宮町５１－２ 

４０名程度 定員 １５名程度 

９：３０～１５：２０ 活動時間 １３：３０～１７：３０（１８：２０） 

教科の枠を超えた独自教科 主な特色 午後からの登校，夜間部との合同授業・活動  



３ 京都市立洛風中学校について 

（１）概要 



 

（２）教職員数 

 ●２０名 

   校長１名，教頭１名，教諭（指導教諭・再任用含む）１２名，養護（常勤）１名， 

非常勤講師３名，事務職員１名，専門主事１名 

    ※その他，以下の職員の配置もあり。 

・スクールカウンセラー３名（週３日 １日１名 交代制） 

     ・スクールソーシャルワーカー１名（週１日） 

     ・総合育成支援員１名 

     ・洛風パル（学生ボランティア） 

 

（３）教育課程 

 ●年間総授業時数：７７０単位時間（通常１，０１５単位時間） 

    国語１０５，数学１０５，英語１０５，科学の時間（社会・理科）７０， 

創造工房（音楽・美術・技術家庭）７０，保健体育７０，風夢風夢（総合的な学

習の時間）７０，選択教科３５，ヒューマン・タイム（道徳・特別活動）１４０ 

 

（４）特色ある教育活動 

 ●科学の時間：社会と理科を統合し，それぞれの教科の観点を生かし，科学的な見方・

考え方の基礎を養う。 

 ●創 造 工 房：音楽・美術・技術家庭の３教科が有機的に関わる題材を設定し，「みる・

きく・ふれる」などの感覚を活用した体験活動と，自身の感性を生かし

た「描く・つくる・歌う」などの自己表現を伴う創造活動を展開。 

●その他，「風夢風夢（総合的な学習の時間）」，「ヒューマン・タイム（道徳・特別 

活動・学活）」を展開。 

 

（５）生徒数（令和元年５月１日現在） 

 ●４０名 

   １年生 ９名（男子４名，女子 ５名） 

   ２年生 ９名（男子４名，女子 ５名） 

   ３年生２２名（男子８名，女子１４名） 

 

（６）転入学の流れ（概要） 

 ●洛風中学校・洛友中学校（以下，「不登校特例校」という。）への転入学に関する相談・

申請等については，教育委員会に設置している「不登校相談支援センター」が窓口と

なる。 

 ●不登校相談支援センターへの相談・申請は，学校を通じて行う必要がある。 

 ●転入学の次期は，前期（５月１日）と後期（１０月１日）の２回設定。ただし，前期

で定員を上回った場合は，原則，後期の募集を行わない。 

  ＜前期転入学の主なスケジュール＞ 

   １１月上旬   不登校特例校転入学希望者募集の通知 

            ※学校を通じて募集 

   ～１２月中旬  不登校特例校転入学希望に関する相談申請期限 

   １２月中旬   「授業体験」の実施通知 

            ※学校通じて申し込み 

   ２月      「授業体験」の実施（全４日間，１日あたり２時間程度） 

   ２月末頃    ４月上旬実施の「体験入学」への参加意向確認 



   ３月末頃    個別面談会の実施 

   ４月上旬    転入学に係る手続きについての通知 

   ４月上旬    「体験入学」の実施（全３日間，原則全日程に参加必要） 

   ４月中下旬   「転入学申請書」の提出期限 

            ※学校を通じて申請。申請にあたっては学校長の副申書が必要。 

４月中下旬   「就学検討部会」での検討，転入学の決定（通知） 

   ５月１日    転入学日 

 

４ 今後に向けて 

（１）生徒の変容について 

 ●教職員や友達とのコミュニケーション 

 ●自信や自己肯定感の回復 

 

（２）進路について 

 平成３０年度 平成１６～３０年度（人数） 平成１６～３０年度（割合） 

公立（全） ２名 ３６名 ９．４％ 

公立（定・通） ３名 ５９名 １５．４％ 

私立（全）・専門 １０名 １３３名 ３４．７％ 

私立（定・通・単） １２名 １３６名 ３５．５％ 

その他 ２名 １９名 ５．０％ 

 

（３）その他 

 ●多様な困りを抱えた生徒の増加とそれに伴う教職員の理解と専門性の育成 

 ●不登校傾向にある生徒への手立て 

 

 

【参考資料】 

 ●「京都市立洛風中学校 学校案内」 

 ●「不登校相談支援センター 利用案内」 

 

 

【子どもたちの活動の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地元の学区運動会での様子）        （４月の着任式・始業式の様子） 


